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事業実施と生活交通確保維持改善計画との関連について

令和8年1月20日

協議会名： 匝瑳市地域公共交通活性化協議会

評価対象事業名： 地域間幹線系統確保維持費国庫補助金

地域の交通の目指す姿
（事業実施の目的・必要性）

輸送需要の減少により地域住民の日常に必要なバス路線の維持が困難となっている現状に鑑み、匝瑳市地域公共交
通活性化協議会において、複数市町をまたがる広域的・幹線的路線であり、地域住民の通勤、通学、通院などに利用
される移動手段として必要なものとして認められた生活交通路線のうち一定の要件を満たす路線について、補助金を
交付することによりバス路線の運行の維持を図っている。
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陸上交通

地域間幹線系統

●匝瑳高校、多古高校への通学
●成田市三里塚地域の旅客の通勤・通学・買い物等

事業の目的・必要性

●路線名　多古本線
●起点、経由地、終点　八日市場駅～多古台バスターミナル～成田駅
●系統キロ　３５．５ｋｍ
●運行回数　３．０回／日

●目標・効果　令和６年度と比較して収支率１％以上改善
●利用促進・生産性向上の取り組み
　バスの乗り方教室の実施や、学生に対し時刻表等の情報を記載した

　チラシ等の配布。　

事業の概要・目標・効果

匝瑳市地域公共交通活性化協議会
ジェイアールバス関東株式会社

協議会名・補助対象事業者名

多古本線

系統名

目標・効果の達成状況

【達成状況】
　前年度に比べて、33．2％増の83．1％に増加した。
【増加した要因（分析）】

　利用頻度の多い便に絞った減便により、平均乗車密度が改善した。
　市内循環バスとの重複ルートを避けたことにより、利用者が増えた。

今後の改善点

　・公共交通マップを配布し、利用促進を図る。
　・学生の登下校に合わせたダイヤ改正を検討する。

令和５年度 令和６年度 令和７年度

輸送人員（人） 113,362 88,626 76,806

経常収支（円） ▲38,629,976 ▲39,358,455 ▲6,984,109

収支率（％） 52.3 49.9 83.1

平均乗車密度（人） 5.8 5.8 7.7

補助金額（千円） 9,564 12,316 7,835.5

●直近３ヶ年の推移



匝瑳高校
（利用者数８７人／日）

多古高校
（利用者数２５人／日）

多古中央病院

八日市場駅
（利用者数８０人／日）

多古台BT
（利用者数７人／日）

航空科学博物館
（利用者数４人／日）

三里塚
（利用者数５３人／日）

ＪＲ成田駅
（利用者数６４人／日）

京成成田駅
（利用者数２２人／日）

寺台

　系統概要（R6.10.1～R7.9.30）

キロ程 平均運行回数 輸送量 経常収支 収支率

35.5km 3.0回／日 23.1 ▲6,984千円 83.07％

事業実施区域

【競合区間】
　京成バス千葉イースト（寺台～成田、空港南口～三里塚）
　ジェイアールバス関東（八日市場～成田）


